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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞

・藤村翔様～青山荘退所時会議を開催予定。

日時:平成27年3月27日（金）15時～　場所:青山荘　交流室
出席予定者:五福・青陽館・青明舎・グループホーム・特定相談支援事業所　虹

　　　　　　　青南病院PSW・青山荘
・医療安全管理委員より、転倒・転落アセスメントスコアシートの入力を3月末まで実施すること。

＜利用者情報＞

・古舘　ヨリ　様～10：20歩行時に足が軽いような感じがすると訴えあり、血圧181/100mmHg、頭痛はないとのこと。10：30血圧170/95mmHg、促しにて水分250ml摂取し、静養室で休まれている。11：50血圧150/95mmHg、足の違和感以外の不調はないとのこと。足の違和感は、1月に糖尿病薬が変更となってから続いていると話す。14時頃よりプログラムに参加し、不調訴え無く過ごされている。

・繁名　和恵　様～本人より欠席の電話連絡あり。今朝、テレビを見ていたら、自分の中に入りこんでくるような感覚がしたとのこと。「ノイローゼのみたいな、痴呆みたいな感じで具合が悪い」「前に青木さんとトラブルがあった時みたいな感じで誰かにあたりそうだから休みたい」と話す。本日は一人でグループホームで日課を行って気を紛らわせたいとのことで、デイケアは欠席している。

・駒木　洋士　様～本人へ電話連絡し、体調確認。今朝は体温36.0℃、頭痛や頭重感、寒気は軽減したが、持続しているとのこと。調子が良くないため、本日の青明舎利用は休むことにしたと話されている。不調の件は姉様にも伝え、明日の受診時に相談するように説明している。

・青木　紀子　様～対人関係の悩みがあり、昨日SSTに参加し他者からアドバイスをいただいている。他者の意見（話には乗らない、相手の話を聞いた後に悪口をたしなめるなど）を聞き、「やれる気がします」と表情明るく話されている。

・鈴木　惇浩　様～本人と今後の目標について面談を実施。｢今年中には就職したいかな｣｢単純作業が良いかと思っている。要領が悪くて…｣等と､自分なりに就労について検討している様子。しかし､具体的にどのような就労が向いているのか､どんな形態で就職したいのか等の具体的検討は困難であり､今後も面談を継続して検討していくこととしている。また､就労に向けて集中力等の能力向上を目指して､継続的な作業療法の実践について提案したところ､本人も意欲的。作業療法士へ情報提供し､面談にて検討していただく予定。就労に向けて､徐々に利用日を増やし､日中活動していけるよう訓練することを勧めると､本人自ら「実は､俺も来週からそうしたいと思っていたんです」と意欲的に話している。来週より､月曜（就労支援プログラム参加）･火曜･木曜の週3回デイケア利用を開始していく。

・種本　サハ　様～本日、ベッドから転落し脇腹を痛めたと話し、デイナイトケア欠席したいと連絡ある。ゆっくり介護タクシー利用で来所するよう促すと来所出来ている。来所後は、歩行状態も良く、表情良く話されている。何もしない状態では痛みはないが、動くと痛いと話され疲労感もあるとの事。腫脹や熱感はみられていない。本人から転落した事を世話人へ話したとの事。

・中村　　茂　様～「足に力が入らない。歩けない」と話し、欠席の連絡ある。来所を促すと「入院が決まったので行きません」と強い口調で話される。保護者である妹様がグループホームに来ており、スタッフと電話で話している。昨日の外来受診では、治験での入院は決まっているが病室が空いておらずいつになるのか分からない状態だと説明を受けたと話す。本人については、体臭が感じられ入浴を行って欲しいため、デイナイトケア利用して欲しいと話している。「車に乗せて連れて行きます」と話されるが、1時間経過しても来所されないため連絡すると、妹様は「好きなようにして」と話し帰ったとの事。明日の利用の確認すると、明日は利用し入浴すると話されている。

＜外来情報＞
・前野　義勝　様～本日、減薬実施。エホチール（5）3T、ノイロビタン3T、エビプロスタット6Tが中止となっている。

カンファレンスシート（清水　泰雅　様）

実施日：H27年3月19日（金）13：30～14：00

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当チーム：慶長　佐々木

検討内容　目標と計画の確認

	氏名
	清水　泰雅
	性別
	男
	年齢
	40
	生年月日
	S49年5月31日

	主病名
	強迫性障害
	合併症
	

	治療方針（医師の指示）
	デイケアに遅れず参加していき、生活リズムを整えていく。

	本人希望
	生活リズムを整えたい

	家族希望
	就労してほしい、一人で生きていけるようになってほしい

	入院歴
	計2回

	通所歴
	2回目（当院デイケア）

· 今回：Ｈ19年10月29日～現在（週5回）

	その他サービス利用
	青山荘

	住居：青山荘

H26.5.28より､生活訓練施設にて宿泊訓練を開始。
	家族構成

父､母､妹2人

	利用制度
	精神保健福祉手帳2級
	年金受給要件なし。
	他　自立支援医療

	備考：事例検討に必要な情報を記載




【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	生活リズムを整え、規則正しい生活を送る。
	①デイケアに遅刻せずに通う。


	①週3日以上、定時にデイケアに通うようにする。


	①デイケアに遅刻せずに来所する。定時に来所できた時は評価をし、出来なかった際は対処法を一緒に検討していく。

	
	②デイケアの活動に参加し、生活リズムを整える。
	②自分の意思でプログラムに参加し、活動性を向上する。
	②-1自分からプログラムなどのデイケアの活動に参加する。参加状況を確認し、積極的な参加や発言を促していく

	
	
	
	②-2デイケア利用の目的を意識し、具体的に行動する。定期的に面談を行い、デイケア利用の目的を具体的に話し合っていく。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状
	今後の対応

	①週3日以上、定時にデイケアに通うようにする。
	・遅刻は継続して見られており、週3回は遅刻。14時のプログラムに遅刻してしまう事もある。「ゆっくりしてしまう」と話されている。

・遅刻に関しては、青山荘にてトイレにいることや手洗いで時間がかかっているとのことだが、遅刻しない様に声を掛けられた翌日は遅刻せずに来所する事が多い。

・遅れた事について振り返り、ミーティングやプログラムに間に合うように何か取り組んでいるか確認すると、「時間に間に合って行動できるように意識してます」とのみ話している。遅刻せずに来れている時には評価をしている。

・現在、遅刻しないための実践的な方法を本人と検討しており、目覚し時計を置く位置や就寝時間を早める（現在23:00）方法を伝えている。
	・目覚まし時計を置く位置を変える事や就寝時間を早めにすることは拒否なく受け入れているが、実行しているのか不明な状況。今後も目標計画は継続し、実行状況を確認し、できている場合は、評価し、今後の本人の自信に繋げて行く。

	②自分の意思でプログラムに参加し、活動性を向上する。
	・来所後はぼんやりとしている事が目立つが、決められたプログラムには自分から参加している。その他の時間は、離れた席に1人で座っていることが多く、自分から積極的に活動する事はない。

・作業療法等の時間では、促されないと何も取り組む事がない。促しに対し拒否はなく、黙々と指示どおり取り組む事は出来ている。

・現在、日中の活動性を向上させるために、可能な限り作業を提供し、何もしていない時間を減らすようにしている。

・デイケアの利用目的は生活リズムを整える事と話しているが、今後の生活については「まだちょっと考えられない」と話す。
	・今後も目標計画は継続し、本人が何をやりたいのか確認し、具体的な作業の提供を行い、評価していく。また、本人へ出来ている事を伝え、自信に繋げて行く。


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	生活リズムを整え、規則正しい生活を送る。
	①デイケアに遅刻せずに通う。


	①週3日以上、定時にデイケアに通うようにする。


	①デイケアへ9：30までに来所する。来所できた時は評価する。目覚まし時計の位置、就寝時間を早めることを実行しているか確認する。

	
	②デイケアの活動に参加し、生活リズムを整える。
	②自分の意思でプログラムに参加し、活動性を向上する。
	②-1自分から作業を行い、積極的に活動へ参加する。参加状況を確認し、活動を促していく

	
	
	
	②-2デイケア利用の目的を意識し、具体的に行動する。定期的に面談を行い、デイケア利用の目的を具体的に話し合っていく。


